























道士自らが文学作品を創作することもあった。その中でも晩唐の女性詩人であり女道士の女冠でもあった魚玄機は多数の作品を残したことでよく知られている。また文人が作成した作品についても、従来は 者の夢想した天上世界であると漠然と理解されていた中には、その時代に道教で行われていた瞑想や想定さ いた神仙世界の描写が具体的に り、個人的な宗教的体験が反映さ 場合もあるこ が近年 研究で明らか なってきている。　
一般に青詞は晩唐から宋代にかけての道教文学の一つの形式で、斎醮で用い 基本的には駢文の形式が主である


















































































































































































高麗でも「青詞」は書かれるようになり、宋代の「青詞」作成者と同様、当時、著名だった文人たちが主たる担い手である。ところが崔致遠を代表とする新羅時代の祈祷文を扱った研究は少なく、高麗の「青詞」への展開が今一つはっきりしない。その一つの要因は、崔致遠が記した は全て在唐時代で書かれ も で、新羅本土で書かれたものではないからであろう。これらのこと 注目して崔致遠と以後の「青詞」作成者に関していくつかの問題提起をしておきたい。　
崔致遠（八五五～九四九）は十四歳の時（八六六）に入唐し、約十六年に渡って唐で学び仕官をした後、僖宗の
































年代が表記されているのは、 中和二年（八八二）の「天王院齋詞」 「為故昭義僕射齋詞二首」 、 中和三年（八八三）
の「穣火齋詞」の四首のみである。しかし 崔致遠本人が付けた書名は「桂苑」すなわち淮南節度使が所在した場所の名前であるから、揚州時代の著作集という意味に理解して差し支えないだろう。　
右に挙げた「齋詞」が本稿で扱っている「青 」に相当する。 「齋詞」は「齋文」とは異なり、元々は「青詞」



























































































































































































































嘉靖とした。即位後は朝政を改革した一方で道教を尊崇するあまり自ら「真君」 「帝君」などと称するようになる。宮中に壇場を設けて斎醮を行ったので側近を採用するにあたって「青詞」の優劣が重要な判断の基準となり朝政の混乱と不満を招い その代表的な臣として挙げられるのが、夏言・嚴嵩などで 青詞宰相」と批判されていた。　
世宗が青詞を絶賛した夏言（一四八二～一五四八）は嘉靖時の大臣で順調に昇官してゆくが、嚴嵩（一 八〇～
一五六七）の登場 より権力闘争 激化を招いた。著作に《鈐山堂集》四十卷がある嚴嵩は世宗の意図をよく汲み、やはり青詞作成に秀でていたことで引き立てられる。 かし嚴嵩の断行 世宗は立腹し、夏言 朝政に復帰。以後、二人の間で互いの讒言が続く。後に夏言は暗殺され、嚴嵩は世宗の寵愛を失って失脚し朝廷から退くことになる。従来の研究では、こ 二人を代表とする臣下への評価は厳しいものであったが、近年、嚴嵩に対しては政治・文学両方面で 再評価も行われているようであ 。　
前述のように、これまで明代の青詞は、歴史的史実と政策の問題との関連において十分な検討がされてきたが、






の信仰が青詞の中で混然と存在 て、文人や官僚の個人的な信仰や信条がどのようなものであっても容認しなくてはならない状況 なっていたことが看取できる。それは唐代が三教を差別化したままで並存させようとしている中でも、否応 しに融合化が進んだ結果でもある。ただし、唐代で想定されていたのは、教理は違っていても教えが帰着する最終的 到達点は、世界の摂理をつかさどる絶対的な存在 あった。その傾向 宋代 も継承されつつ、更に意識的に三教を統括するようになる。つまり何の教えであろうと皇帝と宋朝が王室の継続と国家安寧に有効であると承認すれば良かったのである。唐宋で構造的な変化があったこと 、今までの研究 も指摘されていることでは が、本稿の考察を通じて言うならば、その絶対的な存在に祈願する内容に大差はない。　
むしろ、明代の青詞になって大きな変化が生じた。絶対的な超越的存在と皇帝を同一視する傾向が一層強まり、
臣下に対してその表明としての青詞 要請したと考え れるからである。表面上は神に祈願する形を取っていても、現実には皇帝を讃え のが目的となったとき、表現は必要以上に饒舌に成らざるを得 かったと言えよう。本稿では僅かしか言及できなかった 、明代 が文学的技巧を一層発展させ 一つ 学形態 して完全に認識されるのに大きな貢献をした要因は、王権を保持する者 自分自身に対して また他者か の認証をど ように望んでいたかを反映したことにある。唐宋とまた異なった変化 あったこ は今後 再考しなければならない問題 る。
43 唐・宋代の青詞作成の担い手たち（三田村）
注１
　
三田村「唐末五代における宗教活動と節度使︱『廣成集』を中心として」
『東方宗教』第百二十号
　
日本道教学会
　
二〇一二年
２
　
孫
昌
武
著『
道
教
與
唐
代
文
学
』　
人
民
文
学
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
で
は
李
白・
李
賀・
白
居
易・
李
商
隠
の
項
に
詳
し
い。
ま
た、
劉
楚
華
主
編
　
香
港
浸
會
大
学
人
文
中
国
学
術
叢
書
　『
唐
代
文
学
與
宗
教
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
四
年
で
も、
道
教・
仏
教
の
影
響
が
李
白・
白
居
易・
李
商
隠
の
作
品
においてどのように表現されているかについての言及している。
３
　
楊光文・甘紹成著
　
道教文化８『青詞碧簫︱道教文学芸術』大展出版社
　
二〇〇〇年
４
　『全唐詩』巻七百九十一聯句四「二子大懼。皆起立牀下。拜曰、
不敢他有問也。願聞一言而已。先生稱、
吾不解人間書。敢問解何書。
請聞此而已。
」二人は老道士との聯句を創作するやりとりに降参した後、
老道士の軒轅弥明に「人間界の文字は知らないとおっしゃっ
たが、それではどのような文字を知っているのですか。
」と質
問している。
５
　
顔
進
雄『
唐
代
遊
仙
詩
研
究
』　
台
北：
文
津
出
版
社
　
一
九
九
六
年
で
は
陸
亀
蒙
の
遊
仙
詩
に
分
類
で
き
る
も
の
と
し
て「
奉
和
襲
美
太
湖
詩
二
十
首
」
の「
毛
公
壇
」「
上
真
観
」「
聖
姑
廟
」
の
三
首、
「
四
明
山
詩
九
首
」
の「
雲
北
」「
鹿
亭
」「
樊
榭
」「
潺
湲
洞
」「
青
櫺
子
」
の
五
首、
「
奉
和
襲
美
寄
題
羅
浮軒轅先生所居」
、「寄茅山何威儀二首」
、「中元夜寄道侶二首」
、「懐仙三首」
、「上雲楽」
、「高道士」を挙げている。この詩は『松陵集』
巻七に所収。
６
　
明の曹学佺撰『石倉歴代詩選』巻百七十五
７
　
大
き
な
異
同
は『
道
蔵
』
の『
廣
成
集
』
巻
十
三
の
部
分。
『
全
唐
文
』
で
は
所
収
の
順
番
が
逆
転
し
て
い
る。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
他
の
個
所
に
合
わ
せて皇帝から臣下という序列にしようとしたのかもしれない。
８
　『古今図書集成』
博物彙編
　
神異典
　
神異総部
（１）
雑鬼神部
（１）
二氏部
（４）
道教部
（２）
神仙部
（２）
道書部
（５）
道観部
（１）
方士部（２）
９
　
崔
致
遠
関
連
と
宋
代
の
文
人
に
関
す
る
研
究
は、
丸
山
宏『
道
教
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
四
年「
宋
と
高
麗
の
道
教
青
詞
に
関
する比較考察︱道教儀礼文書の東アジア的展開」の項に詳しい。10　
留
学
生
の
観
点
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
道
教
伝
播
を
考
察
し
た
も
の
に
土
屋
昌
明「
唐
の
道
教
を
め
ぐ
る
高
句
麗・
新
羅
と
入
唐
留
学
生
の
諸
問
題
」『
専
修大学東アジア世界史研究センター年報』第４号
　
二〇一三年がある。
11　
こ
こ
で
引
用
し
た『
桂
苑
筆
耕
集
』
は、
『
影
印
標
點
　
韓
國
文
集
叢
刊
』
１
︱
60　
財
団
法
人
民
族
文
化
推
進
會
 一
九
九
〇
年。
崔
致
遠
の
文
学
作
品
全
般
に
つ
い
て
は
方
暁
偉
の『
崔
致
遠
思
想
和
作
品
研
究
』
を
参
照。
こ
こ
で
は、
「
第
二
章
第
四
節
　
崔
致
遠
和
他
的『
桂
苑
筆
耕
集
』」
と「
『
桂
苑
筆
専修人文論集97号 44
耕集』作品繁年表」を参考にした。12　
H
ong SunJu 「韓国の青詞の成立過程と文芸的な特質」
『東方学』
第
14輯
　
韓瑞大学校東洋古典研究所
　
二〇〇八年
　
pp.335-360　
こ
の
論
文
は
厳
基
珠
教
授
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た。
新
羅
時
代
か
ら
高
麗
ま
で
の
青
詞
に
は
言
及
が
な
い
が、
高
麗
以
降
の
文
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
創
作
活動をしていたか『東文選』所収の例から知ることができる。三三七頁で言及される高麗の文人のみを簡単に列挙しておく。
　　
金富軾
（一〇七五～一一五一）
、崔惟清
（一〇九五～一一七四）
、金克己
（？～？）
、李奎報
（一一六八～一二四一）
、
　　
鄭誧
（一三〇九～一三四五）
、李穀
（一二九八～一三五一）
、権近
（一三五二～一四〇九）
、卞季良
（一三六九～一四三〇）
　
注９の丸山論文では文章家として著名な李奎報の青詞の内容について検討している。13　
真
徳
秀
に
関
し
て
は、
小
島
毅『
中
国
近
世
に
お
け
る
禮
の
言
説
』「
四
章
　
真
徳
秀
の
祈
り
」
東
京
大
学
出
版
会
　
一九九六
年、
松
本
浩
一『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』「
第
二
節
　
南
宋
時
代
に
お
け
る
黄
籙
斎
の
挙
行
例
　
四、
真
徳
秀
の
青
詞
に
見
る
黄
籙
斎
を
め
ぐ
る
意
識
」
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
六
年
を
参
照。
欧
陽
脩
の
内
制
青
詞
に
関
し
て
は、
砂
山
稔「
欧
陽
脩
の
青
詞
に
つ
い
て
︱
欧
陽
脩
と
道
教
思
想
︱」
『
東
方
宗
教
』
第
八
十
一
号
　
日本道教学会
　
一九九三年に詳しい。
14　
注３の一一七頁ではこの二人以外に青詞の内容が評価されて宰輔となった人物に李春芳・袁煒・嚴訥・郭樸・高拱を挙げている。
